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イベント概要

熊谷嘉隆 Yoshitaka Kumagai

国際教養大学 理事兼副学長。北海道出身。州立モンタナ
大学（学士、修士）、オレゴン州立大学（博士）で学位を取
得。 専門は自然保護地域政策論。本学で国際連携部長、
アジア地域研究連携機構長、国際教養教育推進機構長等
を歴任し、現職。 文部科学省大学設置分科会 運営委員会
委員、大学基準協会 理事、 国際自然保護連合 世界保護
地域委員会副委員長（東アジア地域担当）を現任。

略歴

Shuhei Takemoto竹本周平

国際教養大学国際教養学部グローバル・スタディズ領域助
教。埼玉県出身。東京外国語大学ロシア・東欧課程ロシア
語学科卒業。同大学大学院総合国際学研究科博士後期課
程単位取得満期退学。専門は国際関係論、国際安全保障。

略歴

AIUExperience
会 場

TEL : 018-886-5931    Email : ugrad@gl.aiu.ac.jp

https://www.elgalahall.jp/

TKPエルガーラホール
福岡県福岡市中央区天神1-4-2 7F 中ホール1

対 象 中／高校生・保護者・教員

定 員 84名（先着順） 主 催 国際教養大学

お問い合わせ先／国際教養大学 入試室

2025年5月31日（土）

お申し込みはこちらから→ https://www.ocans.jp/aiu?fid=a5tpzeIw

AIUの
国際教養教育を
体験する１日

14:00～ 大学説明、
パネルディスカッション
─AIUの学びのしくみ
─AIUでどのような力がつくか
パネリスト： 熊谷嘉隆（副学長）
 本学卒業生

～

「今日のウクライナは明日の東アジア」なのか。東西冷戦
終結後の世界では、民主主義と市場主義経済が拡大し、
より統合が深化していくものと思われた。しかしロシア・
ウクライナ紛争が象徴するように、現在の国際関係にお
いて紛争と世界の分断は依然として絶えない。いま日本
では「台湾有事」の脅威がさかんに議論されている。本講
義では、ロシア・ウクライナ紛争を題材に、なぜ国際社会
はこの紛争の抑止に失敗したのかを考察する。そして台
湾海峡での紛争を抑止するために、ロシア・ウクライナ紛
争からいかなる教訓を導き出すべきなのかを考える。

15:00 体験授業
講師：竹本周平（助教）
なぜ国際社会では紛争が起こるのか？
―ロシア・ウクライナ紛争と
　　　　　　　　 東アジアへの示唆―

～13:30 受付

～16:00
16:30 （希望者のみ）相談会
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